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『教育評価の未来を拓 く 目標 に準拠 した評価の現状 ・課題 ・展望』

本 所 恵

2001年 に、 小学校 ・中学 校 におけ る教育 評価 の公 的

表示制 度 であ る指導 要録 が改訂 された。今 回の改訂 で

は、各 教科 にお け る学 習 の評 価 に関 して、指 導要録 の

誕生 以来採 用 されて きた 「相対評 価」 が完全に廃 され、

全面 的 に 「目標 に準 拠 した評価」 が採用 された。 この

変化 に よって、学校 現場 の教 師 は、 今 までお こな って

きた教育 評価 の方法 やそ の理念 の見 直 しを迫 られ てい

る。 そ して、学 校現場 で教育評 価 の問題が 中心的 な話

題 にな って い る。本書 は、 その ような教育現場 の現状

を リアル に把握 し、 そ こで提起 され る課題 とその解決

方法 を示 す もので あ る。 以下 で は、 まず 目次 を侑職 し

て、内容 の概要 を紹介 しよう。

1内 申書 ・入試制度改革の歴史

2内 申書改革の現状にっいて

一 高校入試制度における 「目標に

準拠した評価」の可能性と課題

3〈 座談会〉 高校入試制度改革と

内申書のあり方をめぐって

序章 〈Q&A>「 目標に準拠した評価」をめぐって

第1章 「目標に準拠した評価」を生かす教育実践

1「 目標に準拠した評価」が

実践に提起 していること

2評 価改革を通して教師の指導力量を高める

一 小浜市立中名田小学校の取り組み

3Cが っく生徒の学力回復に向けて

一 京都市立洛北中学校の取り組み

4私 の 「生き方」を探究する教育評価

一 八千代町立八千代西小学校の取り組み

5夢 を育む 「谷ロドリーム学習」

一 相模原市立谷口中学校の取り組み

6〈 座談会〉 指導に生きる評価をめぐって

第2章 「目標に準拠した評価」に基づく

通知表の作成

1通 知表の歴史

2新 指導要録のもとでの通知表作成の

現状と課題 一 通知表調査をもとにして

3〈 座談会〉

これからの通知表のあり方をめぐって

第3章 「目標に準拠した評価」をめざす

内申書 ・入試制度改革

第4章 英米の評価改善の現状と課題

1英 国における試験制度の展開

2米 国における教育評価研究の動向

一 「真正の評価」論の展開を中心に

終章 「目標に準拠 した評価」のこれから

序 章で は、読 み始 めやす いQ&Aの 形 で、到達度評

価 の研究 を続 けて きた編者 の基本 的な考 え方 と主張 が

明確 に示 されてい る。編者 は、今 まで お こな われて き

た 「相対評 価」 を否定 し、 「到 達度評価 」 を主張 す る。

それ は、「相 対評価」 が、学力 の 内実 を反 映 しない こ

と、排 他 的 な競争 を生 み出す こと、必ず低 い成績 を と

る子 どもが存 在す る こととい う3っ の問題点 を もっ た

めであ る。 この3つ の問題 点を乗 り越え る ものが 「到

達度 評価」 で あ り、それ は、 学力 内容を行動 目標 の形

で明確 に示 し、す べて の子 どもの学 力を保障 し、学習

におけ る共 同の条件 を生 み出す。 このよ うな 「到達度

評価 」の ひ とっの形態 が、今 回の指導要 録改訂 で導 入

され た 「目標 に準 拠 した評価」 であ る。よ って編者は、

今回 の指導要 録改訂 を支持 し、「目標 に準拠 した評 価」

に よ って指導 に生 きる教育評価 をお こな うこ とを重視

す る。

「目標 に準拠 した評価 」を お こな う際 に は、 「到 達

度評価 」の理念 や具体 的な提起 を継承 す るこ とが重要

であ る と同時 に、次 のよ うな視点 を持つ こと も重要 だ

とされ る。 それ は、1っ 目に、生 徒 ひいて は保護者 や

地域 住民 が教育評 価へ参 加す る こと、2つ 目に子 ど も

の 自己評価 を活性 化 させ ること、3っ 目に結果 のみで

な く学 習の プ ロセ スを評 価す る こと、 そ して4つ 目に
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質的 な評価 を お こな う ことであ る。

以上 のよ うな理 念をふ まえて、以下 の章 で は、指導

要 録改訂 に ともな って生 じてい る教育 実践上 の課題 が

ひ とつずつ とりあげ られ る。

第1章 で は、指導 要録で採用 され た 「目標 に準拠 し

た評価」を具 体的 にどの ようにすす めるかが論 じられ

る。 「目標 に準 拠 した評 価」 の 中心 的 な課 題 と して

「評価の規準 づ くり」 「観 点 と評 定の関 係」「『総 合的 な

学 習の時間』 と評価」 の3点 が とりあげ られ、 それ ぞ

れ について、 実践 に役立 つ具体 的な方法 や ヒン トが書

か れてい る。 その上 で、4つ の小 中学校 の実践例 が紹

介 され、現実 の学校 での 「目標 に準 拠 した評価」 の受

け止 め られ方 ととり くみが描かれ る。

第2章 で は、指導 要録 の改訂 を契 機 と して多 くの学

校 が改訂 作業 をお こな う 「通 知表」 につ いて論 じられ

る。 まず 、通知表 の歴史 的背景 を押 さえ、 その上 で、

現 在の通知 表 に関 す る調査 と分析 をお こな って い る。

調 査で は、全 国各地 の小 中学校29校 か ら実際 の通知表

とア ンケー ト回答 を得て、通知 表改革 の大 まか な動 向

を、具 体的 な通知表 の実 例 とと もに明 らかに している。

具 体的で示 唆 に富 む、貴重 な研 究で あ ろう。 そ して、

通 知表の作成 に関す るま とめ と して、 「指 導 と評価 の

一 体化」 とい う観点 か ら
、評価項 目に具体 的 な 目標や

内容 を織 り こむ必要性 を提起 してい る。

第3章 では、「目標 に準拠 した評価 」 を め ざ す 内 申

書 ・入試 制度 改革 にっ いて論 じられ る。 まず内 申書 ・

入試制度 の歴 史を概観 した上で、 全国47都 道 府県 の教

育 委員会 に対 してお こな った ア ンケ ー ト調査 によ って

内 申書 の改革 状況 を分 析 し、 高校 入 試 制度 に お け る

「目標 に準 拠 した評 価」 の可 能性 と課 題 を探 って い る。

調査 によ って、「目標 に準拠 した評 価」 の客 観 性 と公

平 性 の確保 が大 きな課 題 であ ることが明らかに される。

この課題 をの りこえ るため に、「目標 に準拠 した評価 」

を採用 して いる都道 府県 で実施 されて いる、 客観性 と

公平性 を確 保 するたあ の とり くみ が紹介 され 、 「目標

に準拠 した評 価」 を導 入す る ことが推奨 され て いる。

また、以上 第1章 か ら第3章 の各章 末で は、小 中学

校 の教師を交 え た座談 会が設 け られ ている。そ こで は、

各 章で取 り上 げられ てい るテーマ に関 す る意見 の交換

や質 問がお こなわれ、 各学校 に個別 な課題 や共通 す る

課題 が改めて整 理 され る。

第4章 で は、 海外 の教育評価 改革 の現状 と課題が紹

介 され る。 イギ リスの義 務教育段 階 の全国統 一試験 で

は、 目標 準拠型 の評価 に対応 す るため、 パ フ ォーマ ン

スに基づ く評価 の採用 や、教師 間の評価 の整 合性 を調

整 す るモデ レー シ ョンがお こなわれて い る。 また、 ア

メ リカで は、高次 の学力 を指向 す る流 れの中 で生 まれ

た 「真性 の評価 」論 によ って、教 育評価 の改善 が 「授

業 や カ リキ ュラムの改善 と不離一 体の もの と して」展

開 して い る。 これ らの教育 実践 は、国 によ って文 化的

歴史 的な背 景が大 き く異 な るものの、同 じ要 素 を もっ

課題 も多 く見 られ、 これか らの 日本 の教育評 価 のあ り

方 を考え る一助 とな る。

そ して、終章 で は、 「相対評 価」 と 「目標 に準 拠 し

た評価 」の差異 、評価 を授業 実践 の改 善 に結 びつ け る

こ との重要性 、子 ど もたちが評価活動 に 「参 加」 す る

ことの重 要性 と いう編 者の主 張が再確認 され る。

以上 の ような内容 で 「教育評 価」 につ いて評価 して

い ると もいえ る本 書 は、それ 自身 ひとっの典型例 とな っ

て新 しい教 育評価 の方法 を示 して もい る。具体的 には、

まず、学校 現場 で実践 をお こな って い る教師 や、大学

院生、大学 教授 といった多様 な参 加者 が、 それぞれ の

視点 を もって教 育評価 を論 じてい る。次 に、Q&A、

実践 記録、 座談会 、調査報 告 とい った多様 な記述 形式

を とり、教 育評価 の内実 を多面 的に描 き出 してい る。

そ して、調 査分析 や研究 に よって、客観 的で厳密 に教

育評 価 の現 状を考 察 してい る。 このよ うな、多様 で多

層 的な評価、 それ こそが本書 の描 く望 ま しい教育評 価

の姿 なのであ る。 さらに、 そ の評価 の内容 は、 関係 者

各位 の議論 を促 し、実 際の教 育場面 に寄与す るために、

わか りやす く明瞭 な形 で多 くの人 に示 され る必要 があ

る。 この ために本書 に は、資 料編 に簡 潔 な教 育評価 用

語集 が付 け られ、教育 評価 に精 通 して いない読者 も内

容 が理解 しやす いよ うに配慮 され てい る。 『教 育 評価

の未来 を拓 く」 ことは、多 くの人 の共 同作業 な ので あ

る。本書 を貫 くこの理 念か らも、多 くの方 に一読 を薦

めた い一冊 で あ る。
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